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償還報告書（全体版） 

[繰上償還] 

先進国ロング・ショート戦略
ファンド（ラップ向け） 

 

 
 

信託終了日：2022年10月31日 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラッ

プ向け）」は、約款の規定に基づき、先般ご案内申し

上げました予定通り、10月31日に繰り上げて償還させ

ていただきました。ここに謹んで運用経過と償還内容

をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対
収益追求型） 

信託期間 
2022年10月31日［当初、2030年２月５日］まで
（2020年３月９日設定） 

運用方針 

先進国ロング・ショート戦略マザーファンド
受益証券への投資を通じて、主として日本国
債に投資を行うとともに、先進国の債券先物
取引、株価指数先物取引を活用することによ
り、先進国の債券、株式に実質的な投資を行
います。また、当該マザーファンドにおいて、
外国為替予約取引を積極的に活用し通貨に実
質的な投資も行います。マザーファンド受益
証券の組入比率は高位を維持することを基本
とします。実質組入外貨建資産については、
原則として為替ヘッジを行いません。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

先進国ロング・ショート戦略マ
ザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

日本国債および先進国の債券先
物取引、株価指数先物取引に係る
権利を主要投資対象とします。ま
た、外国為替予約取引も積極的に
活用します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 

◇MUZ-253828-0000-20221031◇ 
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先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

２期(2021年２月５日) 10,015    0 0.8 － 6.2 52.6 14.0 915 

３期(2021年８月５日) 9,967    0 △0.5 － 5.8 54.2 14.1 506 

４期(2022年２月７日) 9,651    0 △3.2 － 4.7 51.9 14.4 489 

５期(2022年８月５日) 9,322    0 △3.4 － － 52.2 7.7 473 

(償還時) (償還価額)        

６期(2022年10月31日) 9,353.76 － 0.3 － － － － 467 
 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載

しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ ％ ％ 

2022年８月５日 9,322    － － － 52.2 7.7 

８月末 9,298    △0.3 － － 52.3 7.6 

９月末 9,371    0.5 － 2.7 51.0 8.6 

(償還時) (償還価額)      

2022年10月31日 9,353.76 0.3 － － － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載

しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）

運用経過
第１期～第６期：2020年３月９日～2022年10月31日

設定来の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）

設定時 2020/11/16 2021/７/28 2022/４/７ 信託終了日
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 １ 期 首 10,000円
第 ６ 期 末 9,353.76円
既払分配金 0円
騰 落 率 －6.5％

先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）
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先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）

償還価額は設定時に比べ6.5％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

株式戦略部分は、計量分析による株式投資戦略が奏功したことか
ら基準価額にプラスに寄与しました。

上昇要因

債券戦略部分について、計量分析による債券投資戦略の有効性が
限定的となったことから、基準価額にマイナスに影響しました。

下落要因

先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）
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先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）

第１期～第６期：2020年３月９日～2022年10月31日

投資環境について

  株式市況
米国や日本の株式市場は上昇しました。
米国株式や日本株式は、新型コロナウイ
ルスの感染拡大に伴う世界景気減速懸念
の高まりなどから2020年３月中旬にかけ
て急落する局面もありましたが、その後
は各国の積極的な財政政策・金融緩和や
経済活動制限の緩和などが好感され上昇
に転じました。2022年に入ると、米連邦
準備制度理事会（ＦＲＢ）の金融引き締
め加速に伴う景気減速懸念の高まりなど
を背景に下落傾向となりましたが、設定
時と比較すると上昇しました。

  債券市況
米国や日本の長期金利は上昇しました。
信託期間を通してみると、米国長期金利
は、新型コロナ対策などの積極的な財政
政策やＦＲＢによる金融引き締め姿勢な
どから上昇しました。日本の長期金利は、
主要先進国における長期金利の上昇など
が上昇要因になったものの、日銀の長短
金利操作などを背景に上昇幅は主要先進
国と比べて小幅となりました。

  為替市況
米ドル、ユーロともに対円で上昇しました。
信託期間を通してみると、米ドル、ユー
ロともに海外長期金利の上昇による内外
金利差拡大などを背景に対円で上昇しま
した。

先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）
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先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）

当該投資信託のポートフォリオについて

  先進国ロング・ショート戦略ファン
ド（ラップ向け）
信託期間を通じて、先進国ロング・ショー
ト戦略マザーファンド受益証券を主要投
資対象としました。運用の基本方針にし
たがい、マザーファンドの組入比率は高
位を維持しました。
第６期（2022年８月６日～信託終了日）
は、前記の運用を維持し、繰上償還に向
け2022年10月12日にマザーファンドの
売却を行いました。

  先進国ロング・ショート戦略マザー
ファンド
主として日本国債に投資を行うとともに、

先進国の債券先物取引、株価指数先物取
引、外国為替予約取引を活用して実質的
に債券、株式、通貨に投資し、特定の市
場に左右されることなく収益を獲得する
ことをめざして運用を行いました。
ポートフォリオの構築にあたっては、定
量的手法とリスク水準に基づく最適化手
法を組み合わせて買建ておよび売建てを
行う債券戦略、株式戦略および通貨戦略
を採用し、各戦略への配分はポートフォ
リオ全体の目標リスク水準を勘案し決定
しました。
組入外貨建資産については、原則として
為替ヘッジを行いませんでした。

先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）
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先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）

分配金について
信託期間中の収益の分配はありません。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

  先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）
償還価額は、9,353円76銭となりました。
信託期間中はご愛顧を賜り、誠にありがとうございました。

償還価額

先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）

― 6 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_940858.indd   602_コメント-費用-TER_10pt_940858.indd   6 2022/12/09   9:27:562022/12/09   9:27:56



3

先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）

2022年８月６日～2022年10月31日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 21 0.223 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (19) (0.202) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 1) (0.013) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 1) (0.008) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 0  0.005  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(先物・オプション) ( 0) (0.005) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.005  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) ( 0) (0.004) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 21  0.233  

期中の平均基準価額は、9,323円です。

先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）
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先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は0.96％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.05％

運用管理費用（投信会社）
0.85％

総経費率
0.96％

その他費用
0.02％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）
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先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）

○売買及び取引の状況 (2022年８月６日～2022年10月31日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
先進国ロング・ショート戦略マザーファンド － － 493,970 473,564 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2022年８月６日～2022年10月31日) 

 

＜先進国ロング・ショート戦略ファンド（ラップ向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜先進国ロング・ショート戦略マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 14,493 5,483 37.8 14,570 7,145 49.0 

平均保有割合 7.3%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年８月６日～2022年10月31日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 償還時残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
500 － － 500 当初設定時における取得 

 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2022年10月31日現在) 

 

 信託終了日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

先進国ロング・ショート戦略マザーファンド 493,970 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年10月31日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 468,734 100.0 

投資信託財産総額 468,734 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2022年10月31日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 468,734,091   

 コール・ローン等 468,734,091   

(B) 負債 1,046,247   

 未払信託報酬 1,042,104   

 未払利息 982   

 その他未払費用 3,161   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 467,687,844   

 元本 500,000,000   

 償還差損金 △ 32,312,156   

(D) 受益権総口数 500,000,000口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 9,353円76銭 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 507,716,902円 

期中追加設定元本額 0円 

期中一部解約元本額 7,716,902円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.935376円です。 
 

○損益の状況 (2022年８月６日～2022年10月31日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △    16,086   

 支払利息 △    16,086   

(B) 有価証券売買損益 2,673,983   

 売買益 2,680,215   

 売買損 △     6,232   

(C) 信託報酬等 △ 1,045,265   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,612,632   

(E) 前期繰越損益金 △32,408,151   

(F) 追加信託差損益金 △ 1,516,637   

 (配当等相当額) (      10,686)  

 (売買損益相当額) (△ 1,527,323)  

 償還差損金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △32,312,156   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は32,312,156円です。 

  

親投資信託残高 
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○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2020年３月９日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2022年10月31日 資 産 総 額 468,734,091円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 1,046,247円 

純 資 産 総 額 467,687,844円 

受益権口数 500,000,000口 500,000,000口 －口 受 益 権 口 数 500,000,000口 

元 本 額 500,000,000円 500,000,000円 －円 １万口当たり償還金 9,353円76銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 915,249,070円 909,588,770円 9,938円 0円 0％ 

第２期 914,375,484   915,711,981   10,015   0   0   

第３期 507,716,902   506,046,829   9,967   0   0   

第４期 507,716,902   489,989,899   9,651   0   0   

第５期 507,716,902   473,268,511   9,322   0   0   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 9,353円76銭 
 
◆償還金は償還日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆課税上の取り扱い 

・個人受益者の場合、償還価額から取得費（申込手数料（税込）を含みます。）を控除した利益（譲渡益）が譲渡所得等として課税され、原

則として、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率による申告分離課税が適用されます。 

・特定口座（源泉徴収選択口座）を利用する場合、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収され、

原則として、申告は不要です。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

 

［ お 知 ら せ ］ 

全残存口数に対して受益者からの解約請求があり、約款第46条第１項に規定する「やむを得ない事情が発生」した場合に該当し、また、約

款第46条第５項に規定する「真にやむを得ない事情が生じている場合」に該当するため、信託約款の規定に基づき、信託を終了しました。 

（2022年10月31日） 
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